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ケニヤ 国 、 リ フト バレ ー 州 立 病 院 (ナク ル 市 ) に お ける 
外来 及び 入院 患者 に つい て の 細菌 学 的 検査 の 諸 経験 


井上 


和 義 


長崎 大 学 医学 部 附 冊 病院 中 央 検査 部 (主任: 系 名 散 教授 ) 


長崎 大 学 熱帯 医学 研究 所 ウイ ルス 学部 門 ( 生 任 : 林 


蘭 教授 ) 


(1973 年 5 月 27 日 受付 ) 


は じ 


1971 年 9 月 か ら 1972 年 9 月 まで の 1 年間, 著 才 は 我 
が 国 の 医療 協力 専門 家 ( 臨 床 細 六 ) と し て ケニヤ , ナク 
ー ル 市 に ある リフ トバ ベレー 州立 病院 に 潜在 する 機会 を 
得 た . 州立 病院 に 於 て の 主 な 任務 は 現地 技術 者 に 対す 
る 了 臨床 細菌 検査 の 技術 的 な 協力 と 指導 と いう 事 で あっ 
た が , 我々 が 現地 に 着任 し た 時 点 で の 現地 検査 室 の 状 


検査 


検体 は 当 州 立 病院 の 入院 及び 外来 四 者 より 細 牙 学 的 
検査 の 目的 を も っ て 提出 され た も の を 用 いた . それ と 
当 検査 室 は リフ ト ベ レー 狼 の 検査 室 で も ある の で 地方 
の 各 診 療 所 等 か ら 送 付 さ れ て 来 た も の も 検査 の 対象 と 
し た 。 し か し 一 般 の 細 雷 検査 に 対す る 知 織 が 低く , 検 
体 採取 容器 の 減 苗 不 完全 , 採取 時 及び その 後 の 処 連 


め 。 に 


況 は 誠に お 粗 木 で , 各種 機械 の 不備 及び 試験 管 等 消耗 
品 の 不足 は 如何 と も 出来 ず , 我々 が 我が国 か ら の 供 三 
容 材 と し て 準備 し た 器材 の 到着 する まで の 間 は 満足 の 
出来 る 協力 も 指導 も 出来 な か っ た . ここ で は 現地 技術 
者 が 実施 し て いた 細菌 検査 の 状況 と , 資材 色 着 後 約 2 
ヶ月 の 問 に 検索 し た 集計 結果 に つい て 報告 する . 


材 料 


特に 遠方 より 送付 され て 来 た 検体 の 中 に は 可 成 り の 日 
数 を 経過 し た も の も あり 細菌 検査 の 意味 を な さ な い も 
の も あっ た , そこ で 著者 は 比較 的 無菌 的 に 採取 され た 
と 思わ れ た 膜 , 分 泌 液 , 簡 液 , 胸 腹水 及び 路 出 疾 に つ 
いて 検 衣 を 実施 し た . 


検 査 方 法 


検査 材料 別 の 分 離 培 地 は 下記 の と お り で , 薬剤 感受 
性 ディ スク は Oxoid 製 1 濃度 法 を 用 いた . 
押 溢 寒天 第 地 (5 名 保存 血 加 
路 i Tryptycase Soy agar) 
BTB 培地 
チョ ュ レ ー ト 培地 


騰 及 び 
分 泥 液 


BTB 培地 
GAM 実 天 培地 
チュ ォ グ リュ レ ー ト 詳 地 (TGC) 


PT 


牧 液 寒天 培地 
胸 ・ 腹 水 1 BB 閉 地 
GAM 培地 
了 チ グリ コレ ー ト 培地 


抑 液 寒天 培地 

前 液 a } ト 培地 
チェ ォ グ リコ レー ト 培 ユ 地 
GAM 境地 


培養 時 間 は 好 気 性 で は 24 時 間 , 嫌気 性 は ピロ ガ ョ 
ー ル 法 ( 栄 研 ) に 依っ て 48 時 間 で 判定 し た が , TGC 
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は 1 週間 まで 観察 し 陰性 の 場合 は 検査 を 打 切 っ た . 艇 
液 の 場合 の 血液 寒天 , チョ ュ レ ー ト 培地 は ロー ソ ク 法 
で 48 時 間 塔 養 し た . 貼 療 に つい て は 検体 採取 時 の 忠 い 
堂 の 処置 及び 叶 療 の 洗浄 は 行わ ずつ と め て 有 性 部 を 接 


成 


表 1. 1971 年 12 月 より 1972 年 2 月 まで の 3 ヶ月 間 
に 現地 技術 員 が 検査 し た 集計 で ある . 検査 件 数 1,097 
件 , 最も 多く 提出 きれ て いる も の は 氷 で 次 いで 便 , 肛 
分 泥 液 , 路 療 の 順に 少く , 胸 ・ 腹 水 , 血液 は さら に 少 
く , 髄 液 は 1 例 も 提出 され て いな い , 培養 陽性 は 肛 及 
び 分 泌 液 が 約 50 必 と も っ と る も 高く) つい で 路 導 , 尿 , 
便 , 血液 の 順に 低く 胸 ・ 腹 水 か ら は 1 例 の 陽性 も な か 
っ た . 検出 株 数 は 陽性 例 数 と 全く 同数 で ある . 


表 1 各 検 体 別 の 検体 数 (現地 技術 員 に よる ) 
1971・12 一 1972・ 2 


〔 ーーーー 
検 を | 用 | 培 | 検 検 
体 | き 義 | 出 

。 | 時 Eg 出 
総 上 に 23 腸 株 
数 | る | 仁 素 | 数 
中 疾 73| 47 | 23 31.5%| 23 
鼻 順 頭 33| 15 6 12 36.4 12 
胸 ・ 腹 水 ! 14 0 | 14 0 0 0 
騰 分 沙 物 1251 34 | 23 、 68 54.4 | 68 
頂 液 | 21| 0 :19 | 2 |19.5 」 2 
尿 395 | 38 [266 | 91 23.3 | 91 
尿道 分 泌 物 | 102| 20 | 27 : 55 B53.9 | 55 
葉 便 。203 53 |120 | 30 14.8 」 30 
肛 131| 28 | 38 | 65 49.6 | 65 
計 |L097|235 |516 346 | |346 


表 2. 分 離さ れ た 画 種 の 検体 別 頻 度 で ある . E、 
coli が 最も 多く 分 離さ れ て いる が これ は 糞便 より の 
も の が 多く 含ま れ て いる か ら で あ ろう , Staphylo. 
aureus 及び albs は 膜 及び 分 泌 液 等 か ら 多 く 分 離さ 
れ て お り E. coh も ほぼ 同様 で ある が , - た だ 尿道 分 
泥 液 か ら は 少 い , Proteus は 膜 より 最も 多く 分 離さ きれ 
て いる . 路 療 及び 上 鼻 順 喉 よ り は D. Pneumoria の 分 
離 は 比較 的 高い が だ が -streptococcus の 分 離 は 少く ま 
た Klebsiella の 分 離 が 1 株 も あっ て な い . er-Stre・ 
ptococcus, Neisseria 等 は 常 在 菌 と し て みれ ば 当然 
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種 す る よう に 心掛け た , 好 気 性 菌 の 同定 は 成 書 に 従っ 
た が 嫌気 性 菌 は グラ ム 某 色 性 と 形態 に よっ て 分 類 し た 
現地 技術 員 の 検査 方 法 に つい て は 考察 の 項 で 述べ る . 


績 


表 2 検体 別 の 細菌 分 離 疾 度 (現地 技術 員 に よる ) 
1971・12~1972・2 


路 鼻 移 | 膝 ! 血 | | 尿 美 | 
| 分! | | 導 | 
; | 品 ! 腹 | 臓 | ! 尿 分 
| 党 」 泌 
| 狭 : 頭 水 | | 物 液 | 物 便 | 
Sta. aureus 1 2 1417 12227 | 84 
Sta. albs 2 12.20| |1225| | 71 
D. Pneumonia | 5 3 | 1 
だ -Streptococcus | 11 | Ne 1 
a (9s i | | 18 
St.Feacais 12 | 2 1 14 : | 9 
N. Cate | 1 5 
E. Coii 18.21 」48 130 118 
Klebsiclla 当 6| 2 11 : | 9 
Proteus 12| 4 121 2 20 
Pseudomonas | 1 | 1 2 
Sal. typhi ! 1 1 
計 23 12 |65|68 2|91 55|30| 346 
の 分 離 類 度 で ある 3. 


表 8. グラ ム (一 ) 相 菌 9 % 受 性 試験 の 成績 で 
ある . E. coli は GM, NA に 90, SXT, NE に 
約 80 と 高い 感受 性 を 示し た が , CM に は 43.9 久 
TC に は さら に 29.2 の 低 感受 性 で あっ た . Kileb- 
siella は E. coli と 同様 な 傾向 を 示し た が , AM, 
TC に は 感受 性 が な く CM に も 極度 に 低 感受 性 で あ 
る , Proteus は GM に の み 85 の 感受 性 を 示し た 
の み で その 他 の 薬剤 に は あま り 高 い 感受 性 は な い . 
S. typhi. は 1 株 の み で あっ た が SD を の ぞい て 100 
の 感受 性 で あっ た . 

表 4. グラ ム ( 十 ) 球菌 の 楽 剤 感受 性 試験 の 成績 で 
ある . Staphylo. aureus は EM. CB. SXT に 高い 
感受 人 性 が あり albs も 同 傾向 で ある が , AM に 比較 的 
高い 感受 性 を 見 せ て いる に 比較 し て 
Penicillin 系 に 幾 分 高い 感受 性 を 示し て いる . 株 数 
の 少 い 菌 種 も ある が oe-strept. D. pneumonia は い 
ずれ も PーG に 低 感受 性 で あり , S. feacalis は 


よう に aureus 


ケー ニヤ 半 


リフ トバ 
入院 中 


表 3 グラ ム (一 ) 0 受 性 率 

(現地 技術 員 に よる 

1971・12 1972・ 時 

$ C A Glr' rT N_.S 株 

mM ] M | r CD .D 炒 

ーー 

E. Coli El 921.992. 578. 029. 260. 2| 9. 2 123 
Klebsiella 155.511. 1| 0; 10087. 5| 0 100 0 9 
Proteus 65, 070. 085. 085. 055.030.065.0!25.0 20 
Pseudomonasi 075. 050. 050. 0 025.0 0 0 4 
S. Typhi 


| 100| 100 100 200| 


1400 100 100' 0 1 


表 4 グラ ム ( 十 ) 球菌 の 楽 剤 感受 性 率 
(現地 技術 員 に よる ) 
1971・12 て 1972・2 


| i 


SIC A TlSslE.C 『 | 
X | I | 
EMM G M 才 
Sta. aureus 79.741.651.126.1 9.792.681.2h2.5 84 
Sta. albs 。I77.584.777.117.117.192.794.240.5| 70 
B-strepto  , 0|100| 100 100 0 100 100|100 1 
e-strepto 65.5 10088.878.516.672.264.6664.6| 18 
S. Feacalis 10055.8| 10033. 322.2 10075.055.5 0: 9 
D. ED | 100 100 10075. 083. ] 100 IOO8OQ 0 8 
| - | 
Gay 100 10060. 040. 040. 0100 0 0 |5 


N. 


Nalidixix acid 


表 5 ER i a 含有 濃度 
‘Penicillin-G (P-G) 1 unit 
Tetracyclin (TC) 25 mcg 
Erythromycin (EM) 15 タク 
Trimethoprim (Tri) 25 ヶ 
Cloxacillin (CB) 5 ヶ 
Streptomycin (SM) 10 ヶ 
Ampicillin (AM) 10 ヶ 
Sulphadiazin (SD) 250 ク ヶ 
Bactrium (CSXT) 25 ヶ 
Kananycin (KM) 30 ヶ 
Gentamycin (GM) 10 ヶ 
Polymyxin B (PoB) 250 unit 
Neomycin (Ne M) 30 mcg 
Nitrofurantoin (NE) 200 unit 
(ND) 


30 mcg 
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TC に る 同様 低い 感受 性 で あっ た . 使用 し た ディ スタ 
の 薬剤 名 と 含有 肛 度 は 表 5 に 示す と お り で ある , 


表 6, 7. 著者 の 検 柱 し た 各種 検体 別 の 分 見 頻度 と 
赤 種 別 占 度 を 示す , 髄 液 は 31 例 中 陽性 18 例 58.06 多 


り 菌 種 は 表 に 示す と お り で ある , この 中 
を の ぞい て 他 は 全て TGC に 


の 検出 率 で あ 


で 1 例 の Salmonella 


表 6 検体 別 分 離 疾 度 と 検出 株 数 
(著者 に よる ) 
1972・ 6 一 1972・ 8 


| 総 | 革 | 8 導出 | 
| 数 | 叢 1 性 ( 率 ! 数 

| 
笑 液 : 31 13 18 58.06 18 
胸 ・ 腹 水 19 12 7 . 36.84 7 
膝 80 | 9 71 88.75 122 
路 療 120 ! 58 0 . 62 51.66, 79 
計 | 250 58 | 34 | 58 | 226 

表 7 各 菌 種 の 検体 別 分 離 株 数 
(著者 に よる ) 
1972・ 6 1972・ 8 
的 崩 | 
騰 腹 5 
も 3 | 水 | 液 「 

Sta. aureus 5 23 3 ! 31 
Sta. epidermidis| 1 ) 19 1 2 ! 23 
B-Streptococcus | 13 | 13 
«-Streptococcus 1 ーー 1 
Enterococcus 1 7 | 1 9 
TDip pneumonia 5 | | 5 
Heamophilus 20 | | 20 
Salmonelia | 1 | 1 
Citrobacter | 5 1 | 6 
E. Coli 6 | 12 | 1 | 19 
Klebsiela 10 | 8 1 1| 3 | 22 
E. Cloaca 3 7 
Enterobacter 1 2 1 5 
Morganella 1 2 1 4 
proteusl 4 4 
Pseuomonas 1 2 1 4 
腸 内 細菌 類似 攻 4 4 
計 76 」 80 6 16 |178 
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よっ て 分 離し た も ゃ ので, また , これ ら の 症例 は た だ 1 
回 の み の 検出 で あり Contamination を 考慮 し て 連続 
し て 何 同 か の 検体 提出 を 求め た が 実現 出来 な か っ た 。 

胸水 及び 腹水 は 36 多 の 検出 率 で 黄 種 は 表 に 示し て い 
る が これ も ふ 億 液 同様 に TGC よっ て 分 離し た も の で あ 
る . 膜 より は 88.75 多 の 検出 率 で 分 離 菌 種 も 全般 に 巧 
っ て いる が 特に Staphylo, aureus, epidermidis 及 
び EE, coli が 多く 分 離さ れ た . Proteus は 他 の 検体 
か ら は 分 離さ れ な か っ た . 路 療 は 51.66 の 検出 率 で 
ある が , これ に は 日 腔 内 常 在 菌 と し て の nr-strepto, 

Neisseria の み 分 離さ きれ た 症例 は 含ん で いな い , 分 離 
菌 種 は Heamophilus が 約 25 を と 最も 多く , gf- 

strept. Kiebsiella が これ に つい で 多く 分 離さ れ た 。 

D. Pneumonia は や や 低い 頻度 で あっ た が 使用 し た 
血液 寒天 に 依る 影響 等 充分 考慮 すべ き 事 と 思う . ま 
た 結核 菌 を 月 的 と し て 提出 きれ た 検体 の 中 で 騰 作 導 の 


井 上 和 


場合 は 全て 一 般 細菌 の 培養 を 試み た が これ ら の 検体 は 
地方 の 診療 所 か ら の も の が 多く 合 ま れ て いた の で 採取 
後 の 時 間 の 経過 準 も 影響 が ある と 思う , し か し これ ら 
の 検体 で 結核 弾 (一) で Heamophilus が 分 離さ れ た 
症例 が 可 成 りあ っ た . 

表 8. グラ ム 陽 性 球菌 の 薬剤 感受 件 試験 の 集計 で あ 
る . sta. aureus 及び epidermidis は と も に EM, 
CB に 高い 感受 性 を 示し た が 他 の 薬剤 に つい て は あま 
り 高い 感受 性 は な か っ た . gr-strept., a-strept, 及 
び D, Pneumonie は SM に 対し て 耐性 で ある 以外 
は 高い 感受 性 を 示し , Enterococcus は EM を の ぞ 
いて 低 感受 伴 で あっ た . 

表 9. グラ ム (一) 杏 菌 の 薬剤 感受 性 試 験 の 集計 で 
ある . Kiebsiella は AM 40.9%, TC 68.1%, SM 
64.7 多 と , 比較 的 に 低い 感受 性 を の ぞい て 高い 感受 性 
を 示し て お り , EE. coli も 大 体 同 傾向 で あっ た . 


表 8 グラ ム ( 十 ) 球 菌 の 薬剤 感受 作 率 (著者 に よる ) 
1973・6~1972・8 
株 1? rlsilr cls alsl s | C 
1 r Xx 
数 1G CIM 際 ま B |M| Elp T | M 
Sta. aureus 1 6d 58.0 90.3 28.0 90.3 68.0 22.5| 0 83.3 50.0 
Sta. epidermidis 23 34.7| 65.2, 100 68.1| 95.8 63.6| 65.2| 8.7 
B-streptococcus 13 100! 92.3| 100 84.6 100 7.6 100| 38.4 
e- タク 1 100 100 100 0 100 0g 100 0 
Enterococcus 9 0 37.3 88.8 0 11.1 0 11.1 0 
Dip.pneumonia 5 | 100| 100 100 100 80.0 0 100 80.0 
表 9 グラ ム ( 二 ) 程 菌 の 薬剤 感受 性 率 (著者 に よる ) 
1972・6 ~1972・8 2 
株 A TlrTr ls Kk lg Po, Re N | s |c 
数 M| C 1i | wlMlMmM op M | F p | D  M 
34 た ニー コニー キー SG 
Kiebsiela 22 40 す 65 7a4 64.7 94.4 95.4 100| 100 100 100 0 66.6 
Citrobacter 6 | 83.3 83.,3 100! 100 80.0 10 100 100| 100 0 do  o 
E. Coli ) 19 63.1 52.6| 100 68.7 10 100 100 85.7 100| 100 oO 100 
Enterobacter 5 | 20.0 40.0 100 40.0 100| 100 100| 100 | 
Proteus 5 60.0| 40.0 100| 75.0| 100| 100| 0 100 
E. cloaca 7 | 85.5 57.1 100 42.8| 80.0| 80.0 100! 80.0 
Morganella 4 。 25.0| 100 100 100 75.0 100 50.0 75.0 ! 
Pseudomonas 4 50.0| 25.0| 25.0 50.0| 100 100! 100. 100! | | 
類 似 董 4 | 50.0 50.0 75.0| 75.0 75.0 100 100| 100| | 
Heamophilus 18 88.8| 94.4 78:5 100 92.3 10 78.6| 92.3 100 100 0| 75.0 
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Citrobacter は 全 薬 剤 に 対し て 高度 感受 性 で あり より は 境 養 陽性 の 中 で 21.1 め の 検出 率 で あり 分 離 菌 
Heamaphilus も 全般 的 に 高い 感受 性 を 示し た . 菌 種 種 は グラ ム て ( 十 ) 睦 菌 18 株 , グラ ム 〈( 十 ) 杏 菌 4 株 , 
に よっ て 多少 の 相知 まほ ある が グラ ム ( 一 ) 杏 菌 は AM. グラ ム (一) 欄 菌 1 株 で あっ た . 薬剤 感受 性 は 菌 種 に 
TC. SM に 対し て は 低 感受 性 で あっ た . 関係 な く SM に 耐性 で , グラ ム (一 ) 可 菌 は CB, 
表 10. 嫌気 人 性 莉 に 関す る 集計 で ある . 表 に 示し て い EM に も 耐性 で あり , その 他 の 薬剤 に は 全般 的 に 高い 
うに 艇 液 , 胸 ・ 腹 氷 か ら は 1 例 の 誠 気 性 菌 も 検出 感受 人 性 を 示 した. に 当 検 相 部 細 論 胡 室 の 最近 1 
する 事 が 出来 な か っ た が , これ は 嫌気 方 法 の 考慮 , 検 " ヶ年 間 の デー タ を 示す. 


体 採取 に 対す る 注意 尚 に よっ て 変る も の と 考え る . 肢 


表 10 参 気 価 了 検出 状況 と 薬剤 感受 性 (頑者 に よる ) 
1972・ 6 ~1972・8 


位 疲 胸 ・ 腹 水 | 有 i 
検体 数 ーー ai 9 。 | 8 。 rs 
培 状 陽 性 件 数 18 7 71 96 
嬢 気性 菌 検 出 件 数 0 0 15 15 
嫌 気 性 菌 検出 率 0 0 , 21.1% 15.6 外 
分 離 菌 株 総 数 18 7 | 122 147 
嫌 気性 貰 分 離 株 数 0 | 0 35 35 
攻 : 湊 あ 8 林 Tlcls a ss Klelrpo ne 
| r | 
| e clN ji B M.M plM|IM|B MM 
ーー ニー ムー め a py PE OR A Pi Py ーー 
Grm (-) 木 昔 100 85.5 0 1 42.8 0| 0:85.5 0 0!16.6 66.6 |16.6 
ヶ て (+) 科 貢 100 100| 100 0 100 0 100 0 | 
ヶ (+) 球 苗 | 77.2 72.2 | 88.8 |66.6 72.2|11.1 94.5 1.11 | 
考 察 
現地 技術 考 の 検査 法 に つい て 述べ る 前 に , 当時 の 検 する 事 が あっ た が 彼 等 は 全く 無頓着 で あっ た . オー ト 
査 室 の 状況 に つい て 触れ る と , 検査 室 と し て は 狭小 な クレ ー ブ は 非常 に 旧式 で 滅菌 に 時 間 が か か りす ぎ 一 日 
が ら も る 各 section に 分 れ て お り , 洗浄 室 も , 洗浄 専 2 回 の 操作 は 勤務 時 間 内 に は まず 無理 で あっ た . | 
属 の 人 員 も 配置 し て あり , 形態 と し て は 一 応 の 形 を と 滅菌 器 は 一 応 使 用 する 事 が 出来 た が 稀 い た 事 に 福 度 
と の えて いた . また 機械 類 も 細菌 検査 室 を 中 心 に し て が か が なく, 彼 等 の 滅菌 方 法 を 見 て みる と , に 
みれ ば 加 熱 滅菌 器 (サタ クラ 製 ) 1 台 , フラ ン 器 (サク 次 に 入れ て ある 時 間 経 過 し た 人 和俊, それ も 決っ た 時 間 を 
ラ ) 1 台 , 単眼 顕微 鏡 (オリ ン ペ パス) 1 人 台 , オー トク 定め る こと な く 取 出し て 使用 し て いた . 小 菌 に 要する 
レー プ (不明 ) 1 台 , 冷蔵 庫 (共用 ) 遠 沈 機 CK 用 ) 温度 , 時 間 は 無視 され て お り , 著者 が 試み に 温度 を 泊 
と 揃っ て は いた が 我が国 か ら 供 き まれ た も の が 大 部 分 定 し て みる と 100°C~110°C で あり , この 温度 で 減 
で ある . し か し , いずれ も 保守 が 趣 く , 例え ば 顕微 鏡 菌 出来 た と する 彼 谷 の 細菌 学 的 感 党 に まず 恐れ いっ た 
は 光源 が 紛失 , レン ズ は 日 々 の 手入れ が 充分 に な され も の で ある . し か し 減 菌 操作 は 洗浄 員 の 作業 で あり 技 
て いな い の で 帝 っ て お り , フラ ン 器 は ュ ン セン ト の 接 術 員 が それ に つい て の 点検 を 行なわ な い 事 も 我々 に と 


着 部 が 悪く 。 た び た び 温 旗 が 40°C~42°C まで 上 昇 っ て は 考え られ な い 事 で あっ た この よう に し て 小 菌 
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長崎 大 学 医学 部 中 央 検査 部 に お ける 最近 1 年 間 の 成績 昭 . 47. 1 て 12 
時 | | 用 | 遼 共 導 牙 皿 六 | 中 棒 半 融 | 尿 使 そ の 仙 8 
失 刻 液 | ド 2 牙 IS 
| | ! [ 
検 体 数 615 92| 90 117 44| 183| 1397 187| 327 2331| 140| 100| 5623 
Staphylo. aureus 66| 1| 1 1 3 30 12 9 。 23 | 3 149 
” epDidermidis 55: 3 1 11 1 4| 21 5 6 459 11 575 
a-streptococcus 12| 1 1 6 "16 58 3 4 101 
が タ ヶ 10 12 8 1 26| 57 
y- ク 3 | . 1 2 6 
Enterococcus 56| 6 2 23 5 9 277 1 7 396 
D. pneumoniae 5 | 30 2 4 1 42 
グラ ム 陽 性 杏 菌 21. 1 4 i 2 18' 5| 5 183 2 | 246 
Micrococcus 4 | | 56: 1 61 
Salmonella | 1 1 10 
Edwardsiella | 1 1 
Citrobacter | 9 2 | 1 15 4 15| 57| 34 4 141 
E. coli 141 13! 1 97| 14| 74. 421 65| 7| 833 
Yersinica | | 1 1 1 
Klebsiella 77 1 1 1 300 33 72| 167 79 14| 760. 
aerogenes | ' | | | ! 」 
Enterobacter 45: 5 1 2 78 11 20: 56 26| 5| 249 
aerOgeneS | i : 
08 12 2 19 2 37 
ヶ liquefaciens | 1 9 1 | 11 
Hafnia 1 1 ! 2 ! 5 1 | 10 
Serratia | 9 24 2 2 1 1 939 
Proteus vulgaris 13 3 4 1 @ 30 2 | 119 
ヶ mirabilis 53 2 20 6 トド 0 27 
Morganella 46! 6. 11! 2| 10| 165 3 189 
Rettgerella 8 | 3 75 86 
Providencia 3 | | 8 | 11 
Aeromonas 6 1 1 1 9 2 4 | 24 
Piesiomonas 1 | 1 | 2 
Pasteurella 1 1 ! 2 
Actinobacilus | } : : | 2 
Comasconaw | 1 1 
Comphylobacter li | : 1 
Flavobacteriun . 1 | | 1 4 14| 1 
Pseudomonas 126| 2 11 16| 3 186 37 26| 157| 8 2| 582 
腸 内 細菌 鍛 似 菌 27 1 5 76 10 34| 89 | 2| 252 
Haemophilus 3 334 42 8 391 
1 | | | 
計 804. 11 67| 40, 3 30 に た 200 334 2477 263 81| 5615 


し た シャ ー レ に , 減 菌 し た 培地 を 分 注 し て も 雑菌 が 発 
育 す る の は 解 か りき っ た 事 で あろ うら が , 彼 等 の 培地 作 
茂 方 法 は , シャ ー レ に 分 注 し た 培地 が 園 る と た だ ち に 
氷室 に 保存 し , 用 に の ぞ ん で 取出 し て 使用 し て いた の 
で ある . 氷室 か ら 取 出し た 時 点 で は 雑菌 の 発育 は わか 
ら な い の で その まま 使用 し て いた の で あろ 5 う . 著者 が 
彼 等 の 作っ た 培地 を 氷室 に 入れ る 前 と 後 と それ ぞ れ フ 
ラン 喘 に 24 時 間 放 置 し て 無菌 試験 的 な 操作 を 行なっ 


て みる と , 殆 ん どの も の に シャ ー レ の 底 と 側面 に 雑菌 
の 発育 が あっ た の で ある . 例え ば この よら に し て 作っ 
た 培地 に 検体 を 接種 すれ ば 表面 に は 検体 か ら の 細菌 の 
発育 が か ある だ ろう が , 底部 と 側面 に 発育 し た 雑菌 に よ 
る 溶血 が あれ ば , 表面 に 発育 し た 細菌 の 次 血性 を 読む 
事 は 不可 能 で あり , また 表面 に も 側面 より の 雑菌 の 浸 
入 が ある 事 も 多く それ ら は すべ て Contamination で 
処理 され て いた の で ある . 


ケニヤ 国 , リフ トバ レー 州立 病院 (ナタ クル 市 ) に お ける 外 米 及び 111 
入院 忠 者 に つい て の 細菌 学 的 検査 の 諸 経験 


次 に ン ャ ー レ 等 の 消 筆 品 で ある が , ガラ スシ ャ ー レ 
が 100 枚 程度 , 小 試験 管 は 細菌 用 に は 殆 ん ど な く 同定 
用 の 培地 等 を 作る 事 は 出来 な か っ た . スラ イド グラ ス 
は 殆 ん ど が 再 製 で あり 洗浄 の 不 完全 さき と, 数 回 の 洗浄 
に よる キズ 等 で 正常 な 鏡 検 を 期待 する の が 無理 で あっ 
た 

以上 の よう な 背景 を 考慮 に 入れ て 彼 告 の 検査 方 法 を 
みる と , 使用 培地 は 血液 寒天 (5 保存 血液 寒天 用 境 
地 ) マッ コン キー 塔 地 , 敬 便 に は デ ソ キシン コレ イト 培 
地 と マッ コン キー 塔 地 を 用 い , 一 枚 の 平板 を 4 等 分 し 
その 各々 に 別々 の 検体 を 接種 , 一 夜 培 林 後 交 定 , 純 培 
養 す る こと な く 直 接 に 白金 二 に て 釣 菌 し 楽 測 感 受 性 試 
験 等 を 実施 , この よう な 操作 で の 培 術 で 弧 立 集落 が 得 
られ る か どう か は 細菌 検 村 の 基本 的 問題 で ある が , シン 
ャ ー レ の 数 が 少 い と 云う 事 で この よう な 操作 を し て い 
た , 集計 を みれ ば わか る よう に 糞便 か ら は E.coji の 
検出 の みみ で 他 の 細菌 , 特に Salmonella, Shigella の 
検出 が 1 例 も な い が , この よう な 事 は 考え られ な いこ 
と で ある . し か し 純 税 養 に 発育 し た 以外 は た と を 所 合 


発育 か あっ た と し て も 再 分 離す る 事 は 至難 の 技 で ある . 


さら に 路 療 等 で は グラ ム 陰 性 杏 菌 の 検出 が 1 例 も あっ 
て な い が , これ は チョ コレ ー ト 培地 を 使用 し て いな い 
の で Heamophilus の 検出 が 出来 な いこ と と , グラ ム 
(一 ) 欄 菌 の 発育 が か あっ て も Non-pathogenesis の 一 
言 で 片付け られ て いた の で ある . 既 ち 検査 室 で 病原 菌 
か どら ちか を 決定 し て いる わけ で , 嗜 療 の 場合 の g- 
strepto. 等 の 口腔 内 常 在 基 ほ は ともかく と し て ダグ ラム 
(一 ) 程 菌 , ある い は 騰 , 分 泌 液 語 か ら 検 出さ れ た 数 
種 の 菌 を どう 去り 理由 で 非 病原 菌 と する か 理解 に 芝 
ん だ 事 で ある . そし て その よう な 例 が 20-30 多 の 頻 
度 で 報告 され て いた の で あり , これ が 陽性 例 1 件 に つ 
いて 1】 笑 の 菌 種 し か 検出 され て いな い 理 由 で ある . 

血液 , 髄 液 は トリ プチ ィ ケ ー ス ブ ィ ョ ン を 分 注 し た 
ネジ 栓 付 培 弟 瓶 に 入れ て 1 週 か ら 2 週間 培 装 し て いた 
が , 諾 養 期間 中 に 観察 する 事 は 殆 ん ど 行 な ちず ーー 定 の 
期間 培 差 する と 云う 事 だ け で ある . 著者 が 幾度 と な く 
発育 が ある の を 指摘 し た が それ を 分 離 第 閉 し た 事 は な 
く , また 嫌気 培 差 を 試み て いる の も 殆 ん ど 見 た 事 は な 
か っ た . 

同定 は 相 培 地 稚 を ある 程度 は 準備 し て いた が それ は 
使用 せ ず 彼 等 の 検索 は 殆 ん どか 肉眼 判定 で . マッ ュ ン 
キー 培地 上 の 乳糖 分 解 貢 は E. Collh. ム ュ イド 発育 は 
Klebseilla で あり , 血液 寒天 上 の staphylo, strepto 
属 の 鑑別 も すべ て 肉眼 に よる も の で ある . また Sal- 


monelja. Shigella の 内 子 血清 は 用 音 し て あっ た が , 
使用 期限 は すでに 切れ て お り 保 存 状態 も 悪く て 使用 に 
員 え る も の で は な か っ た . 

以上 の よう な 検査 方 法 で の 集計 成績 と 我が国 の それ 
を 比較 する 事 は 相当 に 無理 が か ある と 思う . し か し 現地 
で は 特定 の 細菌 に つい て の 報告 は ある が この よう な 検 
査 室 全 般 の 細菌 に つい て の 報告 は な い . だ が , 検索 上 
に 消耗 品 の 不足 と 云う ちよ うな いろ いろ の 制約 が ある と 
し て も 細菌 検査 と し て は あま り に も お 粗末 と 云わ ざる 
を 得 な いし , 了 臨床 家 に 不満 が あっ た の も 無理 か ら ぬ 事 
で ある . 

次 に 著者 の 検索 し た 集計 成績 に つい て みる と , 路 火 
は 51.66 の 陽性 率 で 最も 多く 分 離さ れ て いる の は 
Heamophiluns で ある . これ は チョ コレ ー ト 培地 を 使 
用 し た 事 に よっ て これ だ け の 検出 が あっ た 訳 で 我が国 
の 報告 と 比較 し て も 遂 色 な い 検 出 率 で ある . また 前 に 
も 述べ た よら に 味 疲 の 採取 及び 提出 等 つい て の 注意 
ある い は 使用 する 血液 の 種 を 変え る 事 に よっ て 検出 率 
は さら に 上 呈す る 管 で あろ うし, Heamophilus が 呼 
吸 器 疾患 の 原因 菌 と し て 種々 論じ られ て いる 現況 を 考 
える と 充分 な 検索 を 試み た か っ た . 次 いで 8-strepto- 
coccus が 多く , これ は バン シン トラン ン に 感受 性 で あっ 
た の で A 群 と 考え られ る が , 只 療 か ら 分 離 と し て は 当 
然 高い 頻度 で ある と 思う し , 鼻 咽 喉 よ り の 千林 を 試み 
れ ば 更に 検出 率 は 上 昇 す る と 思う . D. Pmeumonie 
は 御 々 低 率 で あっ た が これ は 使用 し た 血液 が 保存 血 で 
あっ た の で その 点 も 考慮 すべ き で あろ う 5. 
Kiebsiella も 高い 比率 で 分 離さ れ た が これ も Typing 
等 を 充分 に 実施 すれ ば 呼吸 器 疾 患 の 原因 菌 と し て の 意 
味 が 明確 に な る 事 で ある うと 思わ れる . 是非 検討 を 忌 
みた いも の で ある . 膜 , 分 泌 液 か ら は Staphylo 属 が 
多く 分 離さ きれ た が その 他 の 菌 種 も 全般 に 豆 っ て 分 離さ 
れ た . 嫌気 性 菌 も る 21.1 に 検出 され て いる が 可 成 り 
貞 い 検出 頻度 と 去 え る , 嫌気 性 北 は グラ ム ( 填 ) 球菌 
が 多く 分 離さ きれ た が , この 肛 及 び 分 泌 液 に は 女性 々 器 
及び 恨 道 分 泌 物 は 含ん で いな い の で この よう な 検出 頻 
度 に な っ た と 考え ん られる. また 嫌気 方 法 が ピロ ガ ロー 
ル 法 の み に っ た 事 . あるいは 使用 培地 等 を 考慮 すれ 
ば 分 離 痕 度 も 芋 衝 も 大 きく 変る 事 は 充分 考え られ る 事 
で ある . 

髄 液 及 び 胸 ・ 腹 水 か ら は 前 述 し た よう に S. typhi 
を の ぞい て TGC に 依っ て の 検出 で あり , Contamr- 
nation を 壱 えて 再度 の 提出 を 希望 し た . し か し TGC 
に 発育 を 認め た の が 殆 ん どの 例 で 2 一 3 日 後 で あり , 
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皿 者 の 退院 と か , その 他 臨 床 側 へ の 連絡 が 充分 で な か 
っ た り の 事情 で 試み る 事 が 出来 な か っ た の は 残念 で あ 
っ た . 特に Meningococcus に よる 髄 膜 炎 は 可 成 り 
報告 され て お り , それ を 含め て 1 例 の 娠 気性 菌 も 検出 
する 事 が 出来 な か っ た が , 検討 し た 例 数 が 31 例 に 過 
ぎ な か っ た の で 止む を 得 な か っ た と し て も 充分 に 検討 
し た い 問 題 で あっ た . 

薬剤 感受 性 試験 は グラ ム て ( 十 ) 球菌 に つい て みる と , 
staphylo. aureus は Ap. PーG に 極度 に 低 感受 性 
で あり , TC. SM に も 高い 感受 性 が ある と は 云え な 
い 。 使用 し た 感受 性 ディ スク が 違っ て お おり, また, デ 
ィ ス ネス ク に つい て は 種々 問題 も ある の で 我々 の 検査 部 で 
の 集計 と 比較 し て みる 事 は 無理 か も る し れ な い が , Pー 
G AM Te. SM に つい て は いずれ も 我 が 検査 部 で の 
成績 が 高度 感受 作 で あり , EM に つい て は 逆 に 現地 で 
の 感受 性 が 高く , epidermidis に つい て る も 同様 の 傾 
向 で ある . Enterococcus を 除く Streptococcus 及 
び D, pneumonic に つい て は SM に 耐性 で 事 ある 
が 我 が 検 査 部 と 同様 で あり 自然 画 性 か どう か の 同 題 も 
例 数 を 増す 事 に よっ て より 正確 に 解明 出来 る 事 と 思う . 


結 


ケニヤ , ナク ー ル 市 に ある リフ トバ レー 州立 病院 に 
於 て 組 菌 検索 を 実施 し た が , 現地 技術 員 の 検索 し た 結 
果 の 集計 は , 検査 の 過程 で 種々 問題 が あり 集計 の 意味 
を な さなか っ た . 

著者 の 検索 し た 集計 で は 二 養 陽性 頻度 は 我が国 の そ 
れ と 比較 し て 避 色 は な か っ た . 

髄 液 , 胸 ・ 腹 水 か ら は 肉 気 性 菌 を 検出 する 事 が 出来 
な か っ た が , 培 状 方 法 符 に 留 高 する 必要 が ある と 考 を た 
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和 。 義 


Enterococcus は EM に 高度 感受 性 で ある 事 が 特徴 
で ある が P-G. AM に つい て は 我々 の 検査 部 と は 相 
違 し て 耐性 で あっ た . 

グラ ム (一 ) 岩 菌 に つい て みる と , Klebscilla. E. 
Coli に つい て 云え ば 極度 に 低 感受 人 性 を 示す 薬剤 は な 
く , Citrobacter は 全般 的 に 高い 感受 作 を 持っ て お り , 
Heamophilus も 同様 に 高度 感受 件 で あっ た . 全般 的 
に みて グラ ム (一 ) 杏 菌 は グラ タム ( 十 ) 球菌 に 於 ける 
P-G の よう に 特定 の 菌 種 に 対し て 極度 に 低 感 受 性 と 
云う 事 は な いよ う で ある が , 現在 まで どの よう な 薬剤 
が 士 に 使用 され て 来 た か に も 依る 事 で あっ て その 点 か 
ら も この よう な 集計 の 必要 を 痛感 し た . 

わずか 2 ヶ月 の 集計 で あり 現地 の 気候 , 風土 等 を 考 
えて みれ ば さら に 長い 期間 に わた っ て の 集計 を 実施 し 
な けれ ば 細菌 の 状態 に つい て の 正しい 考察 は 加え られ 
な いと 思う . それ と 現地 技術 員 に 対す る 了 臨床 医 の 評価 
を あげ , 不正 確 な 情報 に よっ て の 抗生 物質 の 落 用 を 虐 
ける た め に も 更に 充分 な 技術 的 な 援助 と 検索 を 望み た 
いも の で ある . 


講 


る , 

薬剤 感受 性 に つい て は , 使用 し た ディ スタ ク の 問題, 
現在 まで 使用 され て 来 た 抗生 物質 に つい て 考慮 する 必 
要 が ある が , 我が国 の 成績 と は 可 成 り 違 っ た 態度 を 示 
し た . 

結核 菌 に つい て は 培養 途中 の も の が 大 部 分 で あっ た 
の で ここ に は 触れ な か っ た . 
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